
「とやま賞」は、富山県の置県百年を記念し、富山県ならびに日本の将来を担う有為な
人材の育成に資する目的をもって昭和59年に創設され、今回で39回目を迎えました。
受賞対象者は、富山県出身者、または富山県内在住者で、学術研究、科学技術、文化・芸
術、スポーツの分野において、顕著な業績を挙げ、かつ、将来の活躍が期待される人に対
して、賞状、奨励金を贈呈して、その活動を奨励しております。
今年の贈呈式は、５月23日（月）に富山市のパレブラン高志会館で行われ、学術研究部
門で３名、科学技術部門で２名の計５名の方々が受賞されました。

新田知事より贈呈石塚選考委員長より選考経過報告 受賞記念講演

学術研究部門　医薬分野（整形外科、運動器病学）

大阪大学世界最先端研究機構免疫学フロンティア研究センター　特任准教授

箭原　康人 氏
「誰もが安定した運動器を維持できる社会づくりへの挑戦」

学術研究部門　理工分野（土壌生態学）

国立研究開発法人森林研究・整備機構　主任研究員

藤井　一至 氏
「植物・微生物による土壌発達・劣化機構の解明と土壌再生技術への応用」

学術研究部門　人文社会分野
 （文学、アメリカ文学、日系アメリカ文学、移民研究）
富山大学教養教育院　准教授

水野　真理子 氏
「翁久允研究　―日系アメリカ文学および富山の文化・文学の観点から」

科学技術部門　（環境分析化学）

国立研究開発法人産業技術総合研究所　研究グループ長

谷保　佐知 氏
「ペルフルオロアルキル化合物等の有害化学物質研究手法開発と国際標準規格化」

科学技術部門　（振動音響工学）
富山県立大学工学部機械システム工学科　准教授

寺島　修 氏
「高精度圧力計測技術とスマートマテリアルを利用した振動騒音制御技術の開発」

第39回受賞者

とやま賞 　今年度の会員交流会（７月15日（金）開催）のご案内にあわせて皆様からいただきましたメッセージを、当財団のホー
ムページ「とやまファン倶楽部会員交流コーナー」（https://www.t-hito.or.jp/zaidan/jinzai/fan/05x.html）に掲載
させていただいております。

～皆様からのメッセージの一部を紹介～

会員交流広場

映画「大コメ騒動」では、製作か
ら公開まで、富山県の皆さまに大
変お世話になりました。心より感謝
申し上げます。
今後も「映画県とやま」のご発展
を祈念しております。

「越中おわらを楽しむ会」につい
てはホームページでご案内してお
ります。私も会員で、男踊りのメン
バーの一人です。
先日5/31に東京富山県人会連
合会の「懇親のつどい」がホテル
ニューオータニで開催されました
が、その際に、我々の会も踊らせて
頂きました。
現在の会員も高齢化してきてお

りますので、会員を全体にもっと増
やしたいと思っております。（地方、
唄、踊り全て!!)　　　　　　　
【連絡先】046-836-1887：福野
（幹事）

大学から関西に来て大阪で就職
して30余年。以前はJR大阪駅発サ
ンダーバード（昔は雷鳥）富山行が
あり、大阪に居ながら電車に乗れ
ば、富山に帰省できる！であったが、
北陸新幹線開通後、金沢（和倉温
泉）止まり・・・新幹線に乗り換えれ
ば済むものの、近くて遠い場所に
感じております。実際、他の関西人
の方から「関西の奥座敷、北陸とや
ま」のイメージが最近薄れてきてい
るという声も聞きます。
ぜひ、大阪を含めた関西圏での
富山PＲを積極的に図っていただ
きたく！

最近、コンパクトシティーのモデ
ルとして富山の仕事や生活が紹介
されることが増えてきました。
京都でもバスの停留所は今や富

山並み、フランス風ではありますが、
それなりに定着してきました。益々
のご展開を期待しています。

先日、横浜で開催された自動車
技術の展示会で、不二越やタカギ
セイコーといった富山県関係の企
業が出展されていて、大変心強く
感じました。
今後も、富山から全国に、そして
世界に羽ばたいていくことを期待
します。

日本海側の日本のハブ港を開
発して、東アジアの玄関とし、物流・
文化の発信地になる事を期待しま
す。

富山県立大の仕事のお手伝いを
しています。非常に優れた大学に
発展しています。日本全体さらに
は世界に向けて人材育成の強化を
期待しています。

今春、立山黒部アルペンルート
を観光しました。改めて、このルー
トが国際的にも優れた一級の観光
地であることを確認しました。環境
保護しつつ、もっと外国人客を誘
致する方策が望まれます。
また、高岡を軸として、能登と五
箇山合掌造り集落を連結するルー
ト開発も望まれます。

２年以上にわたるコロナ禍で、
“ウイズコロナ”、“アフターコロナ”
などの概念や言葉のもと、テレワー
クやテレワークとリアル勤務のバ
ランスを考えたハイブリットワーク
など、人々の働き方や生活スタイル
の変化が出てきた中、新幹線で東
京から約２時間の富山県は、北陸
の産業拠点、経済拠点でもあり、若
い世代、子育て世代の移住先として
魅力的な場所であることを、ぜひ積
極的にアピールしていってほしい。
単なる観光地ではなく、“職と住”の
日本の新時代を象徴する県になれ
ると思うので期待しています。

（公財）日本科学協会では、
2013年度より科学自由研究に興
味を持った高校生（中学生も状況
によって対象）を大学や研究所の
専門研究者にマン・ツー・マン指導
（ボランティア）していただく「サイ
エンスメンター・プログラム」を実
施しています。
指導は研究成果を高めることで
はなく、科学研究の進め方の基本
を教えることで、メールなどのオン
ラインが基本ですが必要に応じて
対面指導も行います。
応募は随時可能で、書類とオン
ライン面談審査で採択を決めます。
研究の内容が固まっていない場合
には研究相談も受け付けます。
身近に該当しそうな生徒がおら
れたら、是非、チャレンジするよう
に勧めてください。プログラムの
詳細や過去の実績、メンターを引
き受けていただいた方々などのリ
ストなどは次のURLアドレスを参
照してください。
https://www.jss.or.jp/fukyu/mentor/

　「とやまファン俱楽部」会員への情報提供や会員同士のコミュニケーションの活性化を図るため、Googleグループを利用
したメーリングリストを作成しています。グループの共有メールアドレスにメッセージを送信することで、各会員からもグルー
プメンバーあてに情報を送信できます。
　会員の皆様が広くお知らせしたい情報の共有や、双方向のコミュニケーションに、ぜひ、ご活用ください！
※このメーリングリストは、登録したメンバーのみ、閲覧、返信、投稿が可能です。
　参加されたい方は、事務局（☎076-444-2000、E-mail:m.sakai@t-hito.or.jp）まで、ご連絡ください。

「とやまファン倶楽部」メーリングリストのご案内
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